ラル メ師の 「クウ • ド • デ」 と いう 詩集 を 一 見した と 

きに、 魂魄 空中に 飛びち リ、 ほとんど 気息 を 失う とこ 

ろで あ つ た。 

大判の 詩集でした。 ちょうど 「アサ ヒ グラフ」 ぐら 

いの 大きさだった と 記憶す るが、 左の 片隅に チヨ 

ボ くと 詩が のって ると 思う と、 突如と して 右下に、 

字が 大きくな つたり 小さくな つたり、 とんだり、 はね 

たり、 ひッ くりかえ ッ たり。 弟子の ポ— ル. ヴァ レリ— 

師は、 マラルメ 師は 言葉の 魔術 使で あると 言って いる 

が、 言葉の 魔術と はこうい うこと を 言う のかな ァ。 こ 

れは 印刷の 奇術で は あるが 言葉に は 関係がない。 まし 



あった。 この 中で、 今もって 私の 腑に 落ちない ことが、 

一 つ ある。 自分で 飜 訳して おいて 腑に 落ちない と は 失 

礼な 話で あるが、 元々 学がない ところへ 辞書 を テ イネ 

ィに ひくの がキ ライと いう 不精な 天性が あって、 ママ 

ならない ので ある。 

ヴァ レリ— 師が 教祖 マラルメ 師の 書斎 を 語って、 一 

歩と 三 歩の 小さな 部屋、 と 云って いるが、 原語 は 私が 

馬鹿正直に 訳した 通り、 PAS というの です。 一歩と 三 

歩 じ や 小さす ぎら ァ。 本当 かな ァ。 もっと 正しい 訳語 

が ありそうな もんだ なァ、 と 思った が、 しらべる のが 

面倒く さいから、 一歩と 三 歩の 小さい 部屋。 部屋の 大 



ト (宣言) という もの を 書いて いる。 大判の、 ちょ ッ 

と 色の 変った 美本であった。 茶の 地に、 美しい コ バル 

トで 題字がぬ いて ある。 それが 大 そう キ レイだった の 

で、 私たちの 同人雑誌 「青い 馬」 というのへ、 そッく 

リ 衣裳 を 拝借した が、 日本の 印刷で は フランス のよう 

な 美しい コバルトが でない ので、 あんまり パッ としな 

かった。 しかし、 拝借した の は 装釘の 衣裳 だけで シュ 

ル レア リズムに かぶれて いたわけ ではなかった。 

この マ 二 フエ ストと いうの は コケォ ドシの 実に ツマ 

ラヌ ものであった。 彼の 代表作に は 「ナツ ジャ」 とい 

う 小説が あるが、 これ もッ マラ ナイ 小説で ある。 恋人 



と アイビ キに 行く 荒涼たる 海岸の 名 を アン ゴ ANGO 

という、 それだけが 私の ハラワ タ にしみ た 全部で あつ 

た。 フィリップ • スゥ ポオが いくらか 小説ら しい もの 

を 書いて いるが、 シュル レア リストの 小説 や 詩で、 後 

世に 残る もの は、 まず、 あるまい。 

彼ら はすで に 相当な 年輩で あるが、 今日で も、 フラ 

ンスの シュル レア リスト は 大いに 教義 を ひろめるべく 

悪戦苦闘して いるよう である。 しかし 所詮、 彼ら は 裏 

街の 小さな 教祖であって、 表通りへ 進出し、 山上で 垂 

訓 する ような 大 教祖に は、 とても なれない と 私 は 鑑定 

している。 



なんの ェ ピロ— グ だか 分からな いが、 フロシ キの模 

様に はや や 手頃 かも 知れない という 絵。 

「神々 の飜 訳」 

「こまった」 (会話に 非ず。 どちらも 題名 也) 

ィャ、 見せられる 方が モット こまる。 

「飛ぶ」 

なるほど、 飛んで る こと だけ は 分る。 

「着物 だけ は 返して 下さい」 

ォレ にた のんだ つて ダメ だ。 そんな こと、 この 絵 は 

たのんで やしないよ。 題 だけ 勝手にた のんで やが る。 

メ クラの フリ をして、 どうぞ 一文と いう 手 は あるが、 



双子の 大根 か 蕪 かと 思う とォッ パイ だ。 ォッ パイが 

空 を とんで、 手が もがいて る。 小さい 太陽、 蝶 もとん 

でる。 この ォッ パイが お 寺の 吊 鐘よりも 大きい。 絵 具 

代が 大変 だ ナァ、 という こと を シン ミリ 考え させる 絵 _ 

「虚無と 実存」 

「芸術 哲学」 

彼ら は 教祖 代理 はっと まらない。 せいぜい 指圧の 出 

張 療法 をして いる 最中のと ころで、 その 説教 は チン プ 

ン カンプ ン、 誰も 分って くれない。 絵 具 代 を だしてく 

れ たの は 誰か、 という ことが 主として 気に かかる 絵。 

「森の 捉」 



この 中に 何 匹の 動物と 人間が 隠れて いるか 一 生 懸命 

に 探しなさい。 馬 だか 狼の 顔に チャックが ついて るの 

は、 当った 人に、 中から 懸賞金 を だして あげる、 とい 

ぅッ モリに して くれ、 というよ うな 意味で 見ても いい 

じ やねえ か、 そうだ、 そうだ、 という 絵。 

「漁夫の 夢」 

真ッ 赤な 女の 大きな 絵。 X X 火災保険 賞が 授与され 

ている の は、 赤い 色に 対する 当然な 報酬で あると いう 

ことが 心 ゆく まで 分る 絵。 

「執着 獅子」 

帯の 模様に は、 雑で あるが、 間に合う かも 知れん。 



を 使う と 頭に 行く 血液が へる。 安全。 要するに 頭 を 使 

うと 不幸になる。 だから、 立派な 部屋に は、 いつも 胃 

ブ クロが いる」 (アサ ヒ グラフ 「魚眼レンズ」 より) 

これ はジャ ー ナ リズムの 諷剌 であるが、 この 結論に 

したがって、 立派な 部屋に 胃ブ クロの 絵 を 書いて いる 

のが、 二 科の 謎々 だと 思えば、 まず 間違い はない。 

もっと 高尚で 複雑 だとい う 作者が あれば、 ィャ、 そ 

れ はも つ とデタ ラメで 本人 も ヮケが 分らん という 意味 

だ、 と 私 は 言い かえす ッ モリな ので ある。 

「魚眼レンズ」 の諷剌 は、 文章に よって 巧みに 戯画 を 

描いて みせて いる。 最後の 結論に 至って、 諷刺の 本領 
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